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【背景】

昨今,睡 眠に関わる寝具市場において,機 能的特徴を持つ

枕に高い付加価値が付けられ,ニ ーズが高まっているが,枕

の形状は頭部を支える頸椎に大きな影響があると考えられて

いる.頸 椎疾患を有する患者の多くは疼痛 ・手の痺れなど,

何らかの トラブルを抱えている.こ れらの症状により睡眠時

において 「よく眠れない」「肩こりがひどい」など,不 適合な

枕が原因と考えられる問題も多い.人 は寝ている問,沢 山の

寝返 りを打つが,痛 みや痺れの症状がひどいと寝返りを打つ

たびに痛みで目が覚めてしまう.そ のため,睡 眠時に必要な

体位変換をスムーズに行 うことが難しくなり,睡 眠の質に大

きな影響を与える.

今回,寝 返 りなどの体位変換動作に対し,頭 部を包み込む

独創的な形状により,体 位変換動作のサポー トができること

を考慮した形状で頸椎への負担を軽減することのできる枕の

開発を目的とした.

【方法】

1.被 験者:頸 椎疾患症状を有す る患者6名(男 性4名,女 性

2名,平 均年齢32.5±4.4歳)

2.頭 部包み込み枕:開 発 した頭部包み込み枕(図1)は,寝

返 りの際に頸椎を支えることのできるU字 形状 とし,素 材は

軟質ポ リウレタンフォーム(KJG)を 使用 した.枕 の高 さにつ

いては先行研究により,男 性平均7.2cm,女 性 平均5.5cmで

良好な結果が出てお り,そ の数値 を参考にい くつか試作 した

結果,枕 の形状を維持できる6cmの 高 さとした.

図1.頭 部包み込み枕(右 は枕カバー装着時)

3.測 定方法:TANITA睡 眠計スリープスキャンSL-501を 用い

て,被 験者に普段使いの枕 と頭部包み込み枕の2種 類をそれ

ぞれ3日 間使用してもらい計測を行った.計 測項目は1日 の

全睡眠時間を100%と して,睡 眠を構成するノンレム睡眠の

深睡眠時間 ・浅睡眠時間とレム睡眠である急速眼球運動

(REM:Rapid　 Eye　Movement)時 間,中 途覚醒時間か ら算出

された割合のデー タを抽出した.ま た,睡 眠時の中途覚醒回

数 ・体動頻度についてもデータ抽出を行 った.そ れぞれのデ

ータは計測 した3日 間の睡眠時の計測結果を平均 したもので

ある.

4.統 計方法:ウ ィル コクソン順位和検定(Wilcoxont-test)

を用 いた.

【考察】

睡眠時の中途覚醒及び中途覚醒回数が有意に減少したこと

については頭部包み込み枕の使用によって頸椎への負担を減

少させ,頸 椎疾患由来の症状が軽減 したものと推察された.

また,中 途覚醒と中途覚醒回数が有意に減少 したことで睡眠

中の覚醒が減少 し,良い眠 りに繋がっていることが示唆され,

頭部包み込み枕の効果が確認 された.

【結語】

頭部包み込み枕の有用性が確認されたが,被 験者が使用し

た際の主観的評価は 「高さが良い」「装着感が良くなった」な

どの良い意見と 「寝返 りした際にずれる」「起きた時に枕が頭

から外れていた」といった今後改善を要する意見もあった.

今回製作した枕はすべてがオーダーメイ ドであり,均 一なも

のを製作することは難しい.そ のため,均 一な製品を作るた

めの製作方法に検討を加えることが今後の課題 となる.
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